
摺動部材の製造方法 

 

（１） 開放特許（シーズ）の概要  

ポンプ用軸受構造に用いられる摺動材料の製造方法です。具体的には、例えば金属基材に

無機物粒子（例えばセラミック粒子やダイヤモンド粒子など）が分散かつ押し込み固定され

ることを特徴とする摺動材料の製造方法です。 

 

（２） 特徴  

本特許で提案されている製造方法を用いて作製された摺

動材料は、金属基材に無機物粒子が分散かつそれらが突き

出した（押し込み固定された）構造を有しています。 

摺動部材における表面改質手法として、一般的に例えば

CVD や溶射を用いたセラミックスコートが挙げられます。

しかし、基材と熱膨張係数が大きく異なることが多いため、

材料選択の範囲が狭い（自由度が低い）ことや、摺動時の

熱応力等による剥がれやクラック発生という問題を常に抱

えています。 

これに対し、本特許で提案されている製造方法（放電プラズマ焼結法）は焼結性および異

種材料同士の接合性に比較的優れるため、材料選択の自由度が高く、熱膨張の違いが大きな

問題となる大型ポンプ向け摺動材料製造に特に効果を発揮します。 

 

（３） 活用例 

 例えば大型ポンプ用軸受構造に用いられる摺動部材において、基体の材料選択の幅が広

い摺動部材の製造に活用できます。 

 

（４） 提供条件等 

 共同権利者の同意のもと、実施権を許諾します。 
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